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県立湘南海岸公園 

管理運営業務の内容及び基準 

 

I 県立湘南海岸公園の概要 

（１） 所在地 

    藤沢市鵠沼海岸、片瀬海岸 

（２） 公園面積 

    約 17.4ha「令和２年４月１日時点」 

（３） 公園の特性 

 湘南海岸公園は、湘南海岸線沿いに東西約２kmにわたって広がり、全面に広がる相模

湾の水平線と、西に富士山、東に江の島を望むことができる景勝地で、年間利用者数が

県立公園では最も多い、神奈川県を代表する都市公園です。 

 海に面した立地のため、潮風による塩害や飛砂の被害に直接さらされる厳しい条件下

にあり、また夏期の利用者が多く治安・風紀の維持が求められる公園です。 

 公園施設としては、開放的な芝生広場や、水の広場（噴水広場）、ちびっこ広場、多

目的広場等があり、駐車場は園内に５箇所（道路施設である地下駐車場含む）あります。

公園東部エリアには、ＰＦＩによる新江ノ島水族館や体験学習施設もあり、江の島観光

との回遊の拠点の一つとして、賑わいを創出する施設となっています。また、公園に接

する海岸には、一年を通してサーフィンの利用が盛んで、ビーチバレーコートも常設さ

れています。夏は片瀬西浜・鵠沼海水浴場が開設し、海水浴客で大変賑わいます。公園

管理事務所であるサーフビレッジは、ビーチレクリエーションやライフセービング活動

の拠点として活用されています。 

（４） 公園施設 

① 園路及び広場 

 ヤシと芝生広場、ちびっこ広場、潮風の広場、水の広場、多目的広場、芝生広場、 

 海風のテラス、クラゲ広場、園路 等 

② 修景施設 

 植栽地（砂防林など）、噴水池 等 

③ 休養施設 

 ベンチ、野外卓、四阿 等 

④ 遊戯施設 

遊具名称 数量 単位 備考 

スプリング遊具 ９ 基 ちびっこ広場 

複合遊具 １ 式 

⑤ 便益施設 

 駐車場、トイレ 等 

⑥ 管理施設 

 管理事務所（サーフビレッジ）、ログハウス、詰所、倉庫、防砂柵、車止め 等 

⑦ その他 
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 展望台（津波避難タワー）、波返し擁壁（片瀬漁港隣接の防潮堤） 

※ 当公園内にある新江ノ島水族館（なぎさの体験学習館含む）、中部駐車場、西部駐

車場、江ノ電駐車センター、藤沢市観光センター、レストラン（イルキャンティビー

チェ）は、別団体の管理となりますので、指定管理業務の範囲から除きます。 

 

Ⅱ 管理運営方針 

 指定管理者は、「神奈川県立都市公園の整備・管理の基本方針（2019年３月改定）」を十

分に把握した上、次の管理運営方針の内容を理解し、指定管理業務を行うこととします。 

（１） 基本方針  

 湘南海岸のバックヤードとして憩える空間の提供に努めることとし、夏期の海岸利用

抜きには考えられない立地条件にあって、公園が提供できる芝生地、緑陰といった休憩

機能は貴重であることから、これらの空間の快適な利用の提供に努めることとします。 

（２） 自然環境保全方針 

  マツ林と希少な海浜植物を保全育成することとします。 

（３） 運営方針 

① 広報や情報発信等の工夫を行い、利用者と双方向のコミュニケーションを図りながら、

利用促進に必要な取組を管理運営に反映させることとします。 

② 海のレクリエーション活動拠点としての機能を提供することとし、ビーチレクリエー

ションやライフセービングの活動拠点として管理運営を行うこととします。 

③ サーフビレッジは、利用者へのサービス提供や情報発信拠点、環境教育運営拠点、交

流拠点として運営することとします。 

④ 公園内の施設（藤沢市観光センターや新江ノ島水族館等）と連携し、公園の持つ魅力

を高めるような管理運営を行うこととします。 

⑤ 公園をフィールドとして活動する多様な人材と、ネットワークの形成に努めるととも

に、様々な団体グループとの連携によって公園利用の促進に努めることとします。 

⑥ 多様な公園利用プログラムの提供とマナー向上を図り、障がい者、幼児から高齢者ま

で誰もが安全、安心して楽しめる管理運営を行うこととします。 

⑦ ゴミの持ち帰り・省エネルギー・クリーンエネルギー利用を推進し、循環型社会への

普及啓発に努めるとともに、園内の植物管理に伴って発生する木や枝等を園内リサイク

ルする等のゼロエミッションに努めることとします。 

⑧ 公園周辺施設との連携、地元の人々との連携、情報の連携などを深め、公園周辺地域

での世代を超えた交流などコミュニティの活性化と地域全体の魅力向上を目指すことと

します。 

（４） 維持管理方針 

① 公園施設や設備については、その機能や特性を十分に理解したうえで、清潔かつ正常

な状態とし、利用者が安全で快適に利用できるよう適正な維持管理を行うこととします。 

② 利用者ニーズや社会情勢の変化を踏まえ、費用対効果を考慮しながら公園再生に取り

組む維持管理を行うこととします。 

③ 芝生地や緑陰の保全、育成に努めることとし、芝生地の裸地化を避け、良好な育成を

図るため、必要に応じて立入禁止措置やエアレーション、土壌改良など芝生の管理を行
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うこととします。 

④ 利用者や様々な団体との情報交換を図りながら、維持管理業務を行うこととします。 

（５） 安全・安心な公園への方針 

① 園路や休憩施設、遊具などの公園施設は、日常点検やパトロールを定期的に行い、不

具合の早期発見、早期対応を行うこととします。また、施設沿いは、除草や剪定をこま

めに行い、周囲からの死角を解消し事件・事故の発生を未然に防止することに努めるこ

ととします。 

② 新型コロナウィルス等の感染症への対応など、想定される様々な危機への的確な対応

に努めることとします。 

③ 本公園は、藤沢市地域防災計画上の位置付けはありませんが、大規模地震等、大規模

災害発生時には、県・地元自治体と連携・協力して災害対応に努めます。また、公園内

海岸護岸沿いに、津波避難タワーを有しており、大規模地震発生時には、海岸利用者の

一時避難施設として機能するよう、適切に維持管理するとともに藤沢市と連携し避難訓

練を実施することとします。 

④ 台風や豪雨等の自然災害への脅威の高まりなどを踏まえ、巡回点検や応急対策等のマ

ニュアルを作成し実践することとします。また、指定管理者は県及び防災機関との連絡

体制の構築を行い、併せて、被害軽減のための対応を行うこととします。 

（６） ゾーン別の方針 

 園内を機能・目的・自然環境等により、別紙「維持管理基準書」のゾーン図に示すゾ

ーンに分けています。ゾーンごとの管理運営方針は以下のとおりですが、方針の趣旨を

十分参酌し、当該ゾーン以外でも方針の趣旨が果たされるよう管理運営を行うこととし

ます。 

① サーフビレッジ周辺ゾーン（西部ゾーン） 

  サーフビレッジ前の砂浜では様々なビーチレクリエーションが活発に行われており、

サーファー等の利用がある一方、遊具がある唯一の広場であることから、親子等の利用

者もいるゾーンです。公園利用者と海浜利用者の双方が快適に利用できるよう管理運営

を行うこととします。 

② 海風のテラス周辺ゾーン（中部ゾーン） 

  公園中央に位置し、海風のテラスや芝生広場が配置され、広がりのある空間が特徴の

ゾーンであり、散策や休憩等が楽しめるよう管理運営を行うこととします。 

③ 新江ノ島水族館周辺ゾーン（東部ゾーン） 

  新江ノ島水族館等があり、観光地江の島への動線周辺にも当たるため、多くの観光客

が訪れるとともに、海水浴シーズンは多くの海水浴客でにぎわうゾーンです。そうした

ことを踏まえ、維持管理水準を保つとともに公園利用者の安全確保に配慮した運営管理

を行うこととします。 

 

Ⅲ 運営業務 

（１） 運営体制の確保 

① 運営業務及び維持管理業務に支障のないよう、管理要員を適切に配置することとしま

す。 
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② 管理要員のうち１名は、常時、総括的に判断できる者を配置することとします。（所

長、副所長等） 

③ 管理要員の配置に当たっては、公園の目的、管理基本方針を理解し指導できる専門的

な知識や経験を有する者を配置することとします。 

④ 運営業務、維持管理業務の従事者に対して、職員の育成及び運営に必要な研修を適宜

実施することとします。 

（２） 管理事務所（サーフビレッジ）の開所時間 

管理事務所の開所時間は、原則として午前８時 30分から午後５時 30分までとします

が、７～８月については閉館時間を午後６時 30分とします。ただし、利用者対応等の業

務がある場合は、必要に応じて、随時延長等を行うこととします。 

（３） 運営業務 

① 公園利用者の接遇、公園利用者への利用案内・利用指導 

② 園内巡視（施設等の点検巡視、安全巡視、解説・案内等のコミュニケーションによる

利用者対応） 

③ 掲示板などの運営 

④ ビーチステーションとしての運営（情報提供、ビーチレクリエーション活動の支援、

ライフセービング活動拠点の提供） 

⑤ サーフビレッジの運営（ホール（展示）、多目的ホール、機材倉庫等、各サービス施

設の運営） 

⑥ サーフビレッジ運営協議会の事務局業務 

⑦ 地域、利用者（団体）、公園施設被管理許可者、行政機関等による機関を常設・組織

化し、利用者のニーズ把握、公園の利用促進、地域活性に努める。 

⑧ 県民やボランティアとの協働事業の推進 

⑨ 公園のホームページの作成及び更新とパンフレットの更新及び増刷 

⑩ 自主事業の推進 

(ｱ)  利用者サービス向上に寄与するイベントや SNSなど幅広い媒体を活用した情報発

信などの積極的な実施 

(ｲ)  現管理者の実施状況については、下記ホームページを参照願います。 

 湘南海岸公園ホームページ http://www.s-n-p.jp/shonankaigan_park/  

(ｳ)  利用者や地域住民のニーズの把握と公平な運営に留意すること。 

⑪ 公園の適切な公衆衛生環境の確保に向けた取組の推進 

⑫ 利用者の意見・要望・苦情の聴取及び処理 

⑬ 神奈川県都市公園条例第 13条の行為の禁止の遵守 

⑭ 地元自治体との連絡調整 

⑮ 藤沢土木事務所公園課への業務報告及び連絡調整 

(ｱ)  業務日報に基づく月例業務報告 

(ｲ)  苦情処理対応の記録及び報告 

⑯ 事故及び緊急時等の対応 

(ｱ)   利用者の保護、救護及び二次事故の防止 

(ｲ)   事故発生時の利用者の立場に立った適切な対応及び状況の把握 

http://www.s-n-/
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(ｳ)  園内で急病人やけが人、犯罪等が発生した場合の関係部署への速やかな通報及び

藤沢土木事務所公園課への事故報告 

(ｴ)  利用者の安全確保を図る観点から施設内にＡＥＤ（自動体外式除細動器）を設置 

し、緊急時に備えること 

⑰ 災害への対応 

(ｱ)  集中豪雨、台風、強風・大雨等の警報発表時等、または、それらの警報発表に至

るおそれがあるときの警戒配備体制の設置、施設点検、被害状況報告及び応急措置

（一次対応は指定管理者、二次対応は県） 

(ｲ)  大雪警報発表時等、または、それらの警報発表に至るおそれがあるときの警戒配

備体制の設置、施設点検、被害状況報告及び除雪作業等の実施 

(ｳ)  震災時における非常配備体制の設置、職員の参集、施設点検、状況報告及び応急

措置等の対応、関係機関への協力 

 

Ⅳ 維持管理業務 

（１） 共通事項 

① 維持管理業務の対象はⅠ-（４）に示す公園施設の維持管理（保守点検、補修、修繕を

含む）とします。 

② 施設及び設備は正常な状態を保持し、適正な利用に供するよう、日常的な保守点検を

行い、早い段階での部品交換や施設の修繕を行うこととします。 

③ 樹林地整備については、間伐を指定管理業務としていないため、県の業務としますが、

園路、施設沿いの樹木の安全管理は、利用者の安全を確保するよう、別紙「維持管理基

準書」を踏まえ必要に応じて適切に行ってください。（ただし、指定管理者からの提案

を妨げるものではありません。） 

（２） 維持管理水準 

 別紙「維持管理基準書」により、１年間の管理内容・数量の目安を示していますので、

適切な維持管理により、公園の安全で快適な利用を確保することとします。 

（３） 管理項目別の特記事項 

 特に留意すべき管理項目別の管理内容、管理レベルは以下のとおりです。なお、対象

範囲の概要は別紙「維持管理基準書」の図面に示しています。 

① 芝生広場 

 海辺の貴重なバックヤードであり、利用バランス等を考慮しながら芝生等の保全育成

を図ることとします。 

② ちびっ子広場 

 丁寧な巡視や小破修繕、遊具の定期点検などを行い、利用者が安全で快適に利用でき

るよう適正な管理を行うこととします。 

③ クラゲ広場 

 新江ノ島水族館や湘南海岸の観光客等が利用する貴重なオープンスペースであり、公

園利用者が安全で快適に利用できるよう適切な維持管理を行うこととします。 

④ 園路 

 園路に堆積する砂の除去については最低限、歩行者の交互交通が確保されるよう管理
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を行うこととします。 

⑤ マツ 

 マツは当公園及び周辺地域の重要な景観構成要素となっているため、特に、剪定と病

害虫防除に努め、マツの健全育成と湘南海岸の景観づくりを行うこととします。 

 

V 管理に要する経費 

県が積算した指定管理料の金額は「公園関係資料」に記載しています。 

 

VI 大震災等への対応 

指定管理者は、大震災等への対応として、本公園の「震災時対応の考え方」（参考資料１）

に基づき、平常時、震災時の対応をすることとします。「震災時対応の考え方」に記載の指

定管理者の役割を十分理解の上、より具体的な連絡体制、初動時・緊急時の対応について提

案書に明示するとともに、日頃からの防災意識向上の取組や行動訓練、地域との連携につい

て、提案者の具体的な提案を期待します。 

 

VII その他 

指定管理者は、公園運営に関する意見交換、情報交換の場をつくるなど、多様な利用者の

意見を反映させた公園運営に努めることとします。 

 

VIII 運営連絡協議会等への参加・協力 

 公園の管理・運営に関係し、以下の運営連絡協議会等が設置されています。各会議への積

極的参加・協力を行うこととします。 

（１） サーフビレッジ運営協議会（公園関係資料 別紙１参照） 

（２） 湘南海岸公園友の会（公園関係資料 別紙２参照） 
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公 園 関 係 資 料 

公園名：湘南海岸公園 

 

１．経費等実績（参考） 

（１）  指定管理料の上限額  

総額： ３４５，２７５千円（消費税及び地方消費税 10％を含む金額） 

年額：  ６９，０５５千円（消費税及び地方消費税 10％を含む金額） 

上記の金額は、【①指定管理料＝総管理費－②駐車場収入－③自動販売機利益】の①に該当する

額です。 

②駐車場収入に該当する額については、「３．駐車場運営の状況」を参照し提案して下さい。 

③自動販売機利益に該当する額については、「４．自動販売機の状況」を参照し提案して下さ

い。 

＊１ 「神奈川県立都市公園指定管理者募集要項【全公園共通編】」p17「10 管理に要する

経費 （１）指定管理業務に係る経費 ア 県が指定管理料を支払う施設」に示す計算

式により、項目「節減努力等」を評価します。一律満点となる提案額は次のとおりです。 

    総額： ２７６，２２０千円（消費税及び地方消費税 10％を含む金額）以下 

  

  ＊２ 各年度の想定収支・積算内訳は参考資料２、過去３年間の収支決算状況は、参考資料３

のとおりです。参考までにお知らせします。 

 

  ＊３ なお、現管理者が再委託している業務及び委託金額については発注方法により差があ

り、また企業のノウハウが含まれますので、各団体の必要に応じて提案して下さい。 

 

（２）  光熱水費等（平成 29年度～令和元年度）          （単位：千円） 

年度 電気 ガス・燃料 上下水道
電話・FAX
他通信費

平成29年度 4,165 1,187 3,874 33

平成30年度 4,024 1,236 3,787 31

令和元年度 4,147 1,306 3,841 33

平成29～令和元年
度平均

4,112 1,243 3,834 32
 

※表示は千円単位だが、小数点以下があるため、 

    平均値は表示値の平均と一致しない場合がある。（四捨五入表示） 
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（３） 公園の警備体制  

警備箇所 警備手法 警備日時 人数 詰所 

公園全体 有人警備 17:30～８:30 通年 ２ 中部駐車場 

12:00～17:30 

年末年始、土日、夏休み期

間、GW 等 104 日（H29 年

度） 

１ 管理事務所 

管理事務所 機械警備 通年   

※ 上記の警備時間は現指定管理者の実績であり、職員の勤務体制に応じて、適切に警

備時間を設定するものとする。 

 

 

（４） 設備一覧（法定点検が必要な設備） 

設置場所 設備名称 備   考 

管理事務所 

（ｻｰﾌﾋﾞﾚｯｼﾞ） 

消防用設備 受信機，Ｐ型１級自火報 

受変電設備 高圧，ＰＦ－Ｓ，225kva，屋内キュービクル 

受水槽 ＦＲＰ製２槽式（12.3+8.2m3） 

サーフビレッジ 200㎡を超える建築物及

び建築設備 

建築物（３年ごとに報告） 

建築設備（毎年報告） 

人工地盤デッキ   

 

 

（５） 主要建築物一覧 

名称  設置年月日 延床面積 構造等 

管理事務所（サーフビレッ

ジ） 

 1,761.71㎡ 鉄筋コンクリート

造 

 

 



 

２．公園の利用状況 

（１） 公園利用者数（平成29年度～令和元年度）                                   （単位：人） 

年度 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月 合計

平成29年度 105,240 165,865 144,967 365,494 445,098 143,128 122,704 102,753 88,681 77,838 74,030 108,089 1,943,887

平成30年度 116,196 166,821 156,214 368,052 495,875 149,116 163,005 109,062 88,789 97,452 74,990 105,091 2,090,663

令和元年度 105,969 183,166 138,819 288,579 454,842 155,327 143,822 120,971 83,399 93,125 89,179 106,949 1,964,147

平成29～令和元年度
平均

109,135 171,951 146,667 340,708 465,272 149,190 143,177 110,929 86,956 89,472 79,400 106,710 1,999,566

 

３．駐車場運営の状況 

運営方法や駐車料金の設定は、指定管理者決定後に県と協議の上、決定することとなります。 

（１）  駐車場収入（平成29年度～令和元年度）                                     （単位：円） 

年度 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月 合計

平成29年度 1,613,440 2,760,850 2,350,930 4,637,750 4,501,410 2,331,240 1,557,770 1,754,270 1,489,630 1,416,130 1,231,250 1,833,370 27,478,040

平成30年度 2,062,710 2,367,910 2,289,510 4,155,780 4,375,510 2,093,530 1,909,260 1,742,080 1,636,010 1,643,780 1,124,700 1,575,820 26,976,600

令和元年度 1,799,230 2,735,790 1,999,690 3,419,100 4,245,570 2,601,880 1,941,400 2,209,800 1,334,000 1,325,700 1,696,600 1,993,900 27,302,660

平成29～令和元
年度平均

1,825,127 2,621,517 2,213,377 4,070,877 4,374,163 2,342,217 1,802,810 1,902,050 1,486,547 1,461,870 1,350,850 1,801,030 27,252,433
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（２） 運営状況 

大型 普通 二輪 通常 15時以降
4～6,9月の平日
10～3月の全日

1,600 500 4～6,9月の土日・祝祭日
7月～8月 6:00～18:30 2,100 1,000 7～8月の全日

駐車場名
収容台数 料金制度

緑陰広場駐車場

有料期間

― 58 ―
1,100 5004月～6月

9月～3月

営業時間

6:00～17:30

 
 

 

（３） 駐車場台数実績（平成27年度～令和元年度）                                    （単位：台） 

車種 年度 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月 合計

平成29年度 164 370 342 151 86 257 499 304 239 59 107 167 2,745

平成30年度 214 430 319 171 102 285 476 362 71 74 88 150 2,742

令和元年度 194 379 323 215 285 221 521 361 78 80 74 13 2,744

平成29～令和元
年度平均

191 393 328 179 158 254 499 342 129 71 90 110 2,744

平成29年度 26,644 37,892 33,509 41,806 47,691 36,944 28,593 24,998 22,096 23,008 20,309 28,469 371,959

平成30年度 27,952 35,366 35,481 40,487 48,586 35,988 28,002 23,975 25,121 26,770 20,150 28,482 376,360

令和元年度 25,243 38,219 33,010 31,763 48,701 39,316 31,233 27,819 23,549 26,035 23,966 22,158 371,012

平成29～令和元
年度平均

26,613 37,159 34,000 38,019 48,326 37,416 29,276 25,597 23,589 25,271 21,475 26,370 373,110

大型

普通車

 

※ここで言う大型とは、緑陰駐車場に入場可能な、マイクロバス程度までの車両を指す。 
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４．自動販売機の状況 

（単位：円） 

年度 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月 合計

H29年度 169,292 377,091 302,609 564,362 700,478 330,365 194,075 218,118 232,229 241,562 188,996 253,265 3,772,442

H30年度 327,725 464,524 456,920 929,034 1,182,665 454,599 504,880 312,271 231,269 214,141 297,997 273,594 5,649,619

R元年度 0 361,055 682,319 369,001 471,078 1,854,317 0 378,989 352,372 230,528 309,650 838,470 5,847,779

H29～R元年
度平均

165,672 400,890 480,616 620,799 784,740 879,760 232,985 303,126 271,957 228,744 265,548 455,110 5,089,947
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５．管理許可施設等の状況 

公園名：湘南海岸公園 

（１）  指定管理者に管理運営（営業）を許可する施設 

 

施設名 区分 面積等(㎡)　使用料(円)
光熱水費
の負担

備考

緑陰広場駐車場・
駐車場料金徴収所

管理
土地
 1，613.21㎡
建物　 3．60㎡

3,490,961 ○

カフェテリア 管理
土地　90.64㎡
建物　73.02㎡

330,611 ○

自動販売機及び付帯施設
　緑陰駐車場　1基
　水の広場　1基
　1号トイレ前　2基
　ｻｰﾌﾋﾞﾚｯｼﾞ（外）1基

設置 土地　4.65㎡ 9,561 ○

コインロッカー9基 設置 - 34,466 －

更衣･シャワー室､給湯機室 管理 建物 88．22㎡ 999,424 ○

ドライヤー及びコインタイマー機 設置 - 1,805

カプセルマシーン　2基 設置 - 2,780

自動販売機
　サーフビレッジ内 ５基

設置 建物　4.23㎡ 46,807 ○

防犯カメラ　7基 設置 - 0 ○
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（２） 指定管理者以外の者が管理（設置等）している施設 

 
施設名 区分 面積等(㎡)　

光熱水費の
徴収

西部･中部
駐車場自動管制機器､自動販
売機､コインロッカー､貴重品保
管庫､温水シャワー､トイレ､休
憩所､詰所及び駐車場案内板

設置

土地
101．53㎡
建物
132．59㎡

－

駐車場､駐車場管理棟及び
テニスコート

管理

土地
10，922．48㎡
建物
12，514．13㎡

○

西部駐車場の案内板 設置 土地 0．50㎡ －

新江ノ島水族館 設置
土地
8,255.30㎡

－

自販機2基及び付帯施設 設置 建物　2.12㎡ －

駐車場及び付帯施設､飲食施
設、飲料用自動販機

設置
土地
5,958.98㎡

－

駐車場 管理
土地
408.32㎡

－

救護所 管理 68.29 －

ﾗｲﾌｾｰﾋﾞﾝｸﾞ機材庫、洗濯室等 管理 221.23 －

機材庫及び倉庫 管理 29.96 －

ビーチバレー記念碑（オブジェ） 設置 4.94 －

観光センター 設置 811.4 －

平和の像 設置 100 －

聶耳記念碑 設置 1,046.97 －

聶耳記念碑東側広場 管理 414.4 －

ｻｰﾌ90ﾗｲﾌｾｰﾋﾞﾝｸﾞ支援協議会

藤沢市長

藤沢市長

江ノ島電鉄㈱

江ノ島電鉄㈱

江の島海水浴場協同組合

備考

㈱湘南なぎさﾊﾟｰｸ

㈱湘南なぎさﾊﾟｰｸ

㈱湘南なぎさﾊﾟｰｸ

江の島ピーエフアイ㈱

江の島ピーエフアイ㈱

藤沢市長

藤沢市長

藤沢市長

藤沢市長
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６．県所有物一覧 

（１） 備品 
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（２）  その他 
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７．その他の資料 

【主なイベント活動】 

イベント名称 開催時期

体験教室等 毎月

フリーマーケット 年11回

公園まつり 10月

その他 5月

イ　ベ　ン　ト　内　容

湘南海岸公園まつり、湘南なぎさフェスタなど
「湘南海岸公園友の会」との連携による開催

ヨガ教室、マリンスポーツ体験、ノルディックウォーキン
グ体験、クラフト教室など

フリ－マーケット及びライブ演奏
フリーマーケット主催者との連携による開催

ハワイアンフェスティバル、防災、減災、水難救助を学
ぼう、自然観察、クイズラリーなど

 

 

【主なボランティア活動】 

 

現在行われている主なボランティア活動内容です。

湘 南 海 岸 公 園 植栽管理等 浜防風等の育成、花壇手入れ

公　園　名 ボランティアの種類 活　動　内　容
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別紙１ 

サーフビレッジ運営協議会会則 

 

（設置目的） 

第１条 サーフビレッジ運営協議会（以下、「運営協議会」という。）は、サーフビレッジがライフセービング活動及び

ビーチスポーツ・レクレーション活動等を支援するために設置されたことを踏まえ、当該活動の一層の推進と発展を図る

ため、施設使用に関する協議及び調整を行い、もってサーフビレッジの運営に寄与することを目的として設置する。 

（使用団体） 

第２条 この会則において使用団体とは、次のものをいう。 

 （１）サーフビレッジ内における都市公園法第５条の規定による許可を受けたもの。 

 （２）サーフビレッジ施設の維持管理運営を行う、県立湘南海岸公園の指定管理者。 

 （３）その他、サーフビレッジの施設を継続的に使用する団体で、運営協議会が認めたもの。 

（組織） 

第３条 運営協議会は、使用団体の役職員をもって構成する。 

２ 運営協議会の円滑な運営を図るため、利用調整会議を置く。当該会議は、それぞれの使用団体の運営協議会委員が指

名した者をもって構成する。 

（会長等） 

第４条 運営協議会に会長を置く。会長は、利用調整会議の議長を兼ねる。 

２ 会長は、構成員による互選とし、その任期は１年とする。ただし、再任を妨げない。 

３ 運営協議会に、必要に応じて、副会長、書記等を置くことができる。 

（事務局） 

第５条 運営協議会の事務局は、●●次期指定管理者●●に置く。 

（会議の開催） 

第６条 運営協議会は、原則として年１回するほか、必要に応じて開催し、会長が招集する。 

２ 利用調整会議は、必要があると認められる場合には、その都度開催する。 

（会議の運営） 

第７条 会議の進行は事務局が行う。 

２ 運営協議会は、必要があると認められるときは、神奈川県藤沢土木事務所汐見台庁舎（公園課）の職員とその他関係

者の出席を求め、その意見又は説明を求めることができる。 

（協議事項） 

第８条 運営協議会は、サーフビレッジの運営に関する重要事項について協議し、決定する。決定に当っては全会一致を

原則とする。 

２ 利用調整会議の調整事項は、以下のとおりとする。 

 （１）使用団体の利用調整に関すること。 

 （２）施設利用に関する光熱水費等の費用負担に関すること。 

 （３）その他運営協議会が必要と認める事項の調整に関すること。 

（協議結果の報告等） 

第９条 運営協議会での協議結果について、会長は指定管理者にその結果を報告し、指定管理者は必要があると認められ

るものについては、神奈川県藤沢土木事務所長と必要な協議調整を行う。 

（細部の取扱い） 

第10条 この会則に定めのない事項については、運営協議会で別途協議し、定めるものとする。 

 

附 則 

この会則は、平成●●年●月●日から適用する。  
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別紙２ 

「湘南海岸公園友の会」設置運営要領 

 

１ 設置目的 

  県立湘南海岸公園（以下、「公園」という。）の魅力を増進し地域利用者の拡大を図るため、地域の人

々等との相互交流を深めながら公園利用の多様な利用形態を目指すことを目的として「湘南海岸公園友の会」

（以下「友の会」という。）を設置する。 

 

２ 協議事項等 

 （１）公園利用、公園施設利用の多様性の検討 

 （２）各会員イベントの連携による共同開催、同時開催の可能性の検討 

 （３）自由と規制のバランスの中で秩序ある公園利用の検討 

 （４）会員相互の情報交換や地域関連情報の提供、交換 

 

３ 友の会の運営 

 （１）事務局を指定管理者である●●次期指定管理者●●に置き、会議における書記を担当する。 

 （２）友の会には総会及び幹事会を置く。幹事会は６名の幹事をもって構成し、幹事長を互選する。幹事

長は総会における議長を兼ねるものとする。 

 （３）総会は年度当初又は年度末の開催を基本とし、幹事会は随時開催するものとする。 

 （４）幹事長は幹事会の開催が必要と認められる場合は事務局と調整の上開催するものとする。 

 

４ 会員資格 

  会員の勧誘は事務局が公園利用者に対して行うものとし、後日、幹事会の際に報告するものとする。 

 

５ その他 

  この設置要領は平成●●年●月●日より適用する。 


